
王
子
谷
剛
志

　
　

２
度
目
の
戴
冠

平
成
28
年
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
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４
月
29
日
、
平
成
28
年
全
日
本
柔
道
選

手
権
大
会
は
、
９
１
０
８
名
の
観
衆
が
詰

め
か
け
て
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
年
の
大
会
は
、
８
月
に
行
わ
れ
る
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
男
子
100
㎏
超
級
の

最
終
選
考
を
兼
ね
て
い
る
。
国
際
大
会
７

連
勝
中
と
破
竹
の
勢
い
の
原は
ら

沢さ
わ

久ひ
さ

喜よ
し

（
Ｊ

Ｒ
Ａ
）
と
、
そ
れ
を
追
う
ア
ス
タ
ナ
世
界

選
手
権
２
位
の
七し
ち

戸の
へ

龍り
ゅ
う（

九
州
電
力
）
の

推
薦
選
手
両
名
に
よ
る
リ
オ
五
輪
を
か
け

た
直
接
対
決
と
な
る
の
か
。
昨
年
11
月
の

講
道
館
杯
か
ら
始
ま
っ
た
４
年
に
一
度
の

選
考
会
も
最
終
局
面
を
迎
え
た
。

　

ま
た
、
体
重
無
差
別
で
競
わ
れ
る
伝
統

の
本
大
会
で
は
、
両
者
以
外
に
全
国
10
地

区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
40
名
の
精
鋭
た

ち
が
、
心
技
体
の
限
り
を
尽
く
し
て″
柔

道
日
本
一
〟
を
目
指
し
た
。

　

中
で
も
前
々
回
平
成
26
年
優
勝
の
王お
う

子じ

谷た
に

剛た
け

志し

（
旭
化
成
）
は
「
昨
年
は
自
分
ら

し
さ
が
な
か
っ
た
。
今
年
は
不
完
全
燃
焼

し
な
い
」
と
語
り
、
昨
年
導
け
な
か
っ
た

優
勝
へ
の
解
を
求
め
る
。
ま
た
、
同
じ
平

成
26
年
に
準
優
勝
の
上か
み

川か
わ

大だ
い

樹き

（
京
葉
ガ

ス
）
は
「
自
分
は
五
輪
に
関
係
な
い
の
で

大
会
を
荒
ら
し
て
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
」

と
、
開
き
直
り
な
が
ら
不
敵
な
笑
み
を
浮

か
べ
、
覇
を
狙
っ
た
。

平
成
28
年
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
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試
合
は
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判
規
定

で
行
わ
れ
、
試
合
時
間
は
６
分
。
時
間
内

で
勝
負
が
つ
か
な
い
場
合
は
旗
判
定
で
勝

敗
を
決
し
た
。

　

準
決
勝
で
、
王
子
谷
が
七
戸
を
大
外
巻

込
で
破
り
、
ま
た
上
川
が
原
沢
に
旗
判
定

で
勝
利
。
王
子
谷
、
上
川
が
五
輪
候
補
の

七
戸
、
原
沢
を
準
決
勝
で
撃
破
す
る
予
想

外
の
展
開
と
な
っ
た
。

　

決
勝
で
は
王
子
谷
が
上
川
を
合
技
一
本

で
降
し
、
２
度
目
の
柔
道
日
本
一
を
決
め

た
。
王
子
谷
は
26
年
に
優
勝
し
た
後
、
思

う
よ
う
な
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。意
を
決
し
、そ
の
苦
し
く
も
が
い
た

暗
闇
を
抜
け
、
再
び
摑つ
か

ん
だ
日
本
一
の
栄

光
と
な
っ
た
。
ま
た
、
大
会
後
の
五
輪
代

表
最
終
選
考
会
で
は
100
㎏
超
級
代
表
と
し

て
原
沢
久
喜
選
手
が
選
考
さ
れ
、
男
女
14

階
級
の
日
本
代
表
が
す
べ
て
決
定
し
た
。

　

王
子
谷
剛
志
と
上
川
大
樹
を
中
心
に
本

大
会
を
振
り
返
る
。◇

　

４
月
14
日
か
ら
立
て
続
け
に
発
生
し
た

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
伴
い
、
大
会
に
先

立
っ
て
来
館
者
全
員
に
よ
り
黙
禱
が
捧
げ

ら
れ
た
。
ま
た
、
大
会
で
は
義
援
金
も
募

り
、
来
場
者
か
ら
多
く
の
寄
附
が
寄
せ
ら

れ
た
。

王
子
谷
剛
志
が

柔
道
日
本
一
を
摑
む

２
年
ぶ
り

決勝＝王子谷（上）が支釣込足を決めた
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▽
２
回
戦

　

初
戦
と
な
る
２
回
戦
、
王
子
谷
は
西に
し

村む
ら

久ひ
さ

毅き

（
敦
賀
高
教
）
と
対
戦
し
た
。
頭
を

丸
め
、
闘
志
に
燃
え
る
王
子
谷
。
相
四
つ

か
ら
の
激
し
い
組
手
争
い
が
続
く
。
残
り

２
分
23
秒
、
王
子
谷
が
相
手
の
右
足
を
刈

上
げ
、
抵
抗
す
る
西
村
を
力
で
引
っ
張

り
、
大
外
刈
を
決
め
、
一
本
。
実
力
を
見

せ
つ
け
た
。

　

上
川
の
初
戦
の
相
手
は
佐さ

藤と
う

和か
ず

幸ゆ
き

（
愛

知
県
警
）。
組
手
の
攻
防
で
も
全
く
崩
れ

な
い
上
川
は
、
佐
藤
を
上
下
左
右
に
揺
さ

ぶ
る
。
最
後
は
払
腰
で
一
本
。
上
川
は
順

当
に
勝
ち
進
ん
だ
。

　

原
沢
は
対
垣か
き

田た
き

恭ょ
う

兵へ
い（
旭
化
成
）戦
で
、

技
を
す
か
さ
れ
、
あ
わ
や
倒
れ
そ
う
に
な

る
も
の
の
、
判
定
で
辛
勝
し
た
。

　

七
戸
の
相
手
は
制せ
い

野の

孝こ
う

二じ

郎ろ
う

（
セ
ン
コ

ー
）。
七
戸
は
開
始
早
々
に
攻
勢
を
か
け

る
制
野
を
足
技
で
崩
し
、
寝
技
に
持
ち
込

も
う
と
す
る
が
時
間
が
一
杯
と
な
り
試
合

終
了
。
僅
差
で
七
戸
が
勝
利
を
収
め
た
。

　

若
手
有
力
の
小お

川が
わ

雄ゆ
う

勢せ
い

（
明
治
大
）
は

小こ
ば

林や
し

督ま
さ

之ゆ
き

（
旭
化
成
）
を
上
四
方
固
で
、

西に
し

潟が
た

健け
ん

太た

（
旭
化
成
）
は
尾お

原は
ら

琢た
く

仁ひ
と

（
筑

波
大
）を
大
外
巻
込
で
そ
れ
ぞ
れ
降
し
た
。

▽
３
回
戦

　

王
子
谷
は
青あ
お
や
ま
し
ょ
う
じ
ろ
う

山
正
次
郎
（
福
岡
県
警
）

と
対
決
し
た
。
開
始
直
後
、
王
子
谷
の
浮

落
が
技
有
と
な
る
。
そ
の
後
も
巧
み
に
足

技
を
使
い
、
青
山
を
翻
弄
す
る
。
中
盤
、

再
び
王
子
谷
が
放
っ
た
浮
落
が
有
効
、
そ

の
ま
ま
横
四
方
固
を
決
め
、
合
技
一
本
。

全
日
本
の
制
覇
へ
向
け
、快
調
に
と
ば
す
。

　

上
川
は
小お
が

川わ
り

竜ゅ
う

昂こ
う

（
新
日
鐵
住
金
）
と

対
戦
。
ケ
ン
カ
四
つ
の
組
手
か
ら
足
技
で

小
川
を
揺
さ
ぶ
り
内
股
に
入
ろ
う
と
す
る

が
、
こ
こ
は
阻
ま
れ
る
。
今
度
は
攻
め
る

小
川
の
不
意
を
つ
き
、大
外
返
を
決
め
た
。

　

昨
年
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
す
べ
く
、
原
沢

に
対
し
て
、
気
合
十
分
な
神か
み

谷や

快か
い

（
筑
波

大
）。
開
始
早
々
、神
谷
は
奥
襟
を
摑
み
、

攻
勢
を
か
け
る
。
し
か
し
、
昨
年
王
者
は

容
易
に
そ
れ
を
い
な
す
。
原
沢
は
幾
度
と

内
股
に
入
ろ
う
と
す
る
が
決
ま
ら
な
い
も

の
の
、
僅
差
に
よ
り
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

七
戸
は
河か
わ

原は
ら

正し
ょ

太う
た

（
京
葉
ガ
ス
）
の
猛

烈
な
攻
め
に
も
、
動
じ
ず
、
軽
く
あ
し
ら

う
。
試
合
後
半
、
奥
襟
を
摑
ん
だ
七
戸
は

低
い
体
勢
か
ら
、
内
股
を
放
っ
た
。
こ
れ

が
し
っ
か
り
と
決
ま
り
、一
本
と
な
っ
た
。

　

小
川
雄
勢
は
僅
差
で
田た

中な
か

大ひ
ろ

貴た
か

（
新
日

鐵
住
金
）
に
、
西
潟
は
有
効
で
制せ
い

野の

龍り
ゅ

太う
た

郎ろ
う（

宮
城
県
警
）に
、そ
れ
ぞ
れ
勝
利
し
た
。

平
成
28
年
熊
本
地
震
へ
の
義
援
金
を
募
る

　

４
月
14
日
か
ら
発
生
し
た
熊
本
地
震
に

対
し
、
全
日
本
柔
道
連
盟
で
は
大
会
当

日
、
日
本
武
道
館
西
口
玄
関
前
に
て
、
井

上
康
生
男
子
監
督
を
初
め
、
羽
賀
龍
之
介

選
手
、
大
野
将
平
選
手
、
髙
藤
直
寿
選
手

等
が
、
声
高
々
に
義
援
金
を
募
っ
た
。
大

会
終
了
後
、
山
本
洋
祐
強
化
副
委
員
長
は

「
本
日
の
義
援
金
に
よ
り
83
万
２
６
８
３

円
が
集
ま
っ
た
。
皇
后
盃
で
集
ま
っ
た

68
万
円
と
と
も
に
、
連
休
明
け
に
寄
附
を

し
た
い
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

２回戦＝王子谷（上）が大外刈を決める３回戦＝上川（上）の大外返

募金活動の様子

２
・
３
回
戦
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王
子
谷
、
元
王
者
対
決
を
制
す

　

王
子
谷
剛
志　

隅
落　

加
藤
博
剛

　

王
子
谷
は
小
さ
く
息
を
吐
き
、
試
合
場

へ
上
が
る
。
４
年
前
の
全
日
本
王
者
で
あ

る
加か

藤と
う

博ひ
ろ

剛た
か

（
千
葉
県
警
）
の
攻
め
か
ら

逃
れ
よ
う
と
場
外
に
出
た
王
子
谷
は
指
導

１
を
受
け
る
。
引
き
手
を
取
ら
せ
よ
う
と

し
な
い
王
子
谷
は
加
藤
に
対
し
、
足
技
で

攻
め
る
。
加
藤
も
場
外
に
よ
る
指
導
１
と

な
る
。
両
者
な
か
な
か
ポ
イ
ン
ト
を
取
れ

な
い
が
、
試
合
後
半
、
加
藤
の
仕
掛
け
た

足
技
を
王
子
谷
は
う
ま
く
外
し
て
隅
落
を

仕
掛
け
、
有
効
を
奪
う
。
そ
の
後
も
王
子

谷
は
攻
撃
の
手
を
休
め
ず
に
試
合
は
終

了
。
準
決
勝
へ
駒
を
進
め
た
。

　
上
川
、
実
力
者
対
決
を
制
す

　

上
川
大
樹　

○
合
技　

西
潟
健
太

　

実
力
者
同
士
の
対
決
と
な
っ
た
上
川
対

西
潟
。
右
組
の
上
川
に
対
し
、
西
潟
は
左

組
で
組
手
を
争
う
。
西
潟
の
右
袖
を
取

り
、
じ
わ
じ
わ
と
追
い
込
む
上
川
。
力
技

で
大
外
刈
に
も
っ
て
い
こ
う
と
し
た
西
潟

を
、
上
川
は
大
外
返
で
な
ぎ
倒
す
。
す
ぐ

に
崩
上
四
方
固
へ
と
移
行
し
、
合
技
一

本
。
上
川
が
ベ
ス
ト
４
進
出
を
決
め
た
。

　
原
沢
、
僅
差
に
よ
り
辛
勝

　

原
沢
久
喜　

②
僅
差　

百
瀬　

優

「
連
覇
を
し
、
一
番
強
い
こ
と
を
証
明
し

て
五
輪
に
臨
み
た
い
」
と
話
し
て
い
た
原

沢
だ
が
、
２・

３
回
戦
同
様
、
い
つ
も
の

積
極
的
な
攻
め
が
見
ら
れ
な
い
。
右
ケ
ン

カ
四
つ
か
ら
、
巧
み
に
フ
ェ
イ
ン
ト
を
仕

掛
け
る
原
沢
。
し
か
し
、
百も
も

瀬せ
ま

優さ
る

（
旭
化

成
）
も
指
導
１
を
受
け
る
。
原
沢
は
、
ポ

イ
ン
ト
を
取
れ
ず
に
攻
め
あ
ぐ
ね
、
そ
の

ま
ま
僅
差
に
よ
り
勝
利
し
た
。

　
隙
を
突
い
た
七
戸
の
大
内
刈

　

七
戸
龍　

○
合
技　

小
川
雄
勢

　

父
（
小
川
直
也
）
か
ら″
絶
対
勝
つ
気

持
ち
で
い
け
〟
と
送
り
出
さ
れ
た
小
川
雄

勢
。
体
重
別
の
雪
辱
を
果
す
べ
く
、
七
戸

に
挑
む
。
七
戸
の
右
奥
襟
を
狙
い
、
相
手

の
動
き
を
と
め
よ
う
と
試
み
る
小
川
だ

が
、
う
ま
く
逃
れ
た
七
戸
。
小
川
が
油
断

し
た
そ
の
組
際
に
、
七
戸
は
得
意
の
大
内

刈
で
刈
り
倒
す
。
こ
れ
が
技
有
と
な
り
、

崩
れ
た
小
川
に
す
か
さ
ず
、
崩
袈
裟
固
を

決
め
、
合
技
一
本
と
し
た
。

　

七
戸
が
小
川
に
対
し
、
実
力
差
を
見
せ

つ
け
た
試
合
と
な
っ
た
。

準々決勝＝上川（上）の大外返

準
々
決
勝
＝
王
子
谷
（
右
）
の
隅
落

準
々
決
勝
＝
原
沢
（
右
）
が
内
股
を
仕
掛
け
る

準
々
決
勝
＝
七
戸
（
右
）
の
大
内
刈

準
々
決
勝
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王
子
谷
、
圧
巻
の
大
外
巻
込

　

王
子
谷
剛
志　

○
大
外
巻
込　

七
戸
龍

　

こ
こ
ま
で
快
調
の
王
子
谷
。
対
七
戸
で

は
一
昨
年
の
体
重
別
で
一
敗
し
て
い
る
。

序
盤
、
組
手
争
い
で
膠こ
う

着ち
ゃ
くし

、
王
子
谷
は

指
導
１
を
受
け
る
。
し
か
し
、
や
は
り
今

大
会
の
王
子
谷
は
違
っ
た
。
そ
の
後
、
猛

攻
を
か
け
、
審
判
の
「
待
て
」
も
聞
こ
え

な
い
の
か
場
外
ま
で
七
戸
を
攻
め
立
て

る
。
七
戸
も
指
導
を
受
け
た
。
王
子
谷
の

流
れ
を
変
え
よ
う
と
一
呼
吸
お
き
、
距
離

を
取
る
七
戸
。
王
子
谷
の
前
襟
を
摑
み
、

組
際
の
大
内
刈
で
攻
め
よ
う
と
す
る
が
、

そ
れ
を
巧
み
に
躱か
わ

す
王
子
谷
。
中
盤
、
攻

め
の
手
を
緩
め
な
い
王
子
谷
は
七
戸
に
大

外
巻
込
を
仕
掛
け
、
技
有
と
す
る
。
そ
の

直
後
、
王
子
谷
は
再
び
大
外
巻
込
で
七
戸

の
右
足
を
刈
り
に
出
た
。
今
度
は
七
戸
の

巨
体
が
宙
を
舞
い
な
が
ら
回
転
し
、
そ
の

背
は
ド
タ
ッ
と
畳
に
つ
い
た
。
見
事
な
一

本
に
、
場
内
か
ら
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍

手
が
起
こ
る
。
し
か
し
、
そ
の
顔
に
は
笑

顔
は
な
い
。
勝
っ
て
兜
の
緒
を
締
め
た
王

子
谷
、再
び
の
優
勝
へ
向
け
決
勝
へ
臨
む
。

　

五
輪
代
表
へ
と
大
会
に
臨
ん
だ
七
戸
で

あ
っ
た
が
、
準
決
勝
で
敗
退
と
な
っ
た
。

　
上
川
、
原
沢
に
判
定
勝

　

上
川
大
樹　

判
定　

原
沢
久
喜

　

一
昨
年
の
体
重
別
選
手
権
大
会
で
対
戦

し
て
い
る
両
者
。
そ
の
時
は
上
川
が
払
腰

で
勝
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
年
の
体
重

別
で
は
上
川
を
降
し
て
優
勝
し
、
連
勝
の

山
を
積
み
上
げ
る
原
沢
。
２
年
前
と
は
別

人
と
い
っ
て
い
い
。
上
川
は
無
敵
の
原
沢

に
勝
機
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

早
々
、
相
四
つ
の
争
い
か
ら
上
川
は
強

烈
な
出
足
払
を
繰
り
出
し
、
原
沢
が
倒
れ

る
。ポ
イ
ン
ト
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、五

輪
を
目
前
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い

る
の
か
、
や
は
り
原
沢
に
は
い
つ
も
の
積

極
的
な
攻
め
は
見
ら
れ
な
い
。
対
照
的
に

前
へ
前
へ
と
圧
力
を
か
け
続
け
る
上
川
。

残
り
約
３
分
で
両
者
指
導
１
と
な
る
。
間

合
い
を
探
る
両
者
、
上
川
は
払
腰
に
移
ろ

う
と
す
る
が
、
こ
こ
は
原
沢
が
堪こ
ら

え
る
。

し
か
し
、
時
間
一
杯
と
な
り
、
上
川
が
判

定
勝
し
、
決
勝
へ
と
昇
り
詰
め
た
。

　

今
日
の
原
沢
か
ら
は
脅
威
を
感
じ
な
か

っ
た
と
い
う
上
川
。「
原
沢
は
、
追
う
立

場
か
ら
追
わ
れ
る
立
場
に
な
っ
て
心
境
の

変
化
が
あ
り
、
消
極
的
な
柔
道
に
な
っ
て

い
た
の
か
な
」
と
語
っ
た
。

準決勝＝王子谷（右）が大外巻込を決める

準決勝＝上川（上）の出足払

準
決
勝



7 月刊「武道」　2016．6

決勝＝技有となった王子谷（右）の大外刈

　
王
子
谷
剛
志
、
栄
光
再
び

　

王
子
谷
剛
志　

○
合
技　

上
川
大
樹

　

奇く

し
く
も
２
年
前
の
決
勝
と
同
じ
対
戦

と
な
っ
た
王
子
谷
対
上
川
。
２
年
前
は
王

子
谷
が
大
外
刈
で
一
本
勝
し
、
初
優
勝
を

飾
っ
て
い
る
。
五
輪
代
表
候
補
を
そ
れ
ぞ

れ
降
し
、
平
成
28
年
全
日
本
の
〝
台
風
の

目
〟
と
な
っ
た
両
者
。
王
子
谷
は
再
び
覇

を
狙
い
、
上
川
は
雪
辱
に
燃
え
た
。

　

開
始
直
後
、
大
外
刈
を
繰
り
出
し
た
王

子
谷
。
ポ
イ
ン
ト
に
は
な
ら
な
い
も
の
の

気
迫
で
上
川
を
圧
倒
す
る
。
続
け
ざ
ま
、

王
子
谷
が
放
っ
た
大
外
刈
が
次
は
技
有
と

な
る
。
苦
し
く
な
っ
た
上
川
の
動
き
は
鈍

い
。
上
川
は
指
導
１
と
な
る
。
王
子
谷
は

再
々
の
大
外
刈
を
狙
う
が
上
川
は
必
死
に

阻
ん
だ
。
息
が
あ
が
っ
て
い
る
上
川
。
対

す
る
王
子
谷
は
眼
光
鋭
く
、
攻
撃
の
手
を

緩
め
な
い
。
最
後
は
支
釣
込
足
で
技
有
を

奪
い
、
合
技
一
本
。
王
子
谷
は
２
年
ぶ
り

２
回
目
の
日
本
一
の
座
を
摑
ん
だ
。
暗
い

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
摑
ん
だ
再
び
の
栄
光

に
喜
び
も
一ひ
と

入し
お

。
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ

る
王
子
谷
で
あ
っ
た
。

　

決　

勝
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再
び
全
日
本
王
者
を
目
指
し
、
摑
ん
だ
栄
光

　

頭
を
丸
め
て
試
合
に
挑
ん
だ
王
子
谷
選

手
。
初
戦
か
ら
気
迫
が
感
じ
ら
れ
た
。

「
昨
年
の
１
年
間
、
調
子
が
上
が
ら
な
い

期
間
が
続
き
ま
し
た
。
脱
却
す
る
に
は
こ

の
大
会
し
か
な
い
と
思
っ
て
ま
し
た
」

　

こ
の
大
会
、
七
戸
選
手
と
の
準
決
勝
で

の
勝
利
が
、
優
勝
へ
の
糸
口
に
な
っ
た
。

勝
因
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
準
決
勝
で
の
勝
因
は
、
前
に
出
て
攻
め

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
こ
の
大
会

を
通
し
て
、
こ
の
攻
め
る
姿
勢
は
貫
け
た

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
僕
は
五
輪
が
か
か

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
ね
」

　

確
か
に
４
月
の
体
重
別
ま
で
の
試
合
と

今
日
と
で
は
試
合
運
び
が
変
化
し
た
よ
う

に
思
え
る
。
一
体
何
が
あ
っ
た
の
か
。

「
去
年
、
負
け
が
続
き
、
僕
の
周
り
か
ら

去
っ
て
い
っ
た
人
々
が
い
た
。
し
か
し
、

負
け
が
続
い
て
も
、
い
つ
ま
で
も
僕
の
傍

で
親
身
に
な
っ
て
支
え
て
く
れ
る
人
々
も

い
た
。
そ
の
人
た
ち
の
た
め
に
と
思
い
、

気
持
ち
を
切
り
替
え
ま
し
た
。
後
は
、
頭

も
切
り
替
え
、
丸
め
た
こ
と
で
す
か
ね
」

　

大
会
で
の
目
標
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

「
全
日
本
王
者
に
戻
る
こ
と
が
目
標
で
し

た
。
そ
し
て
、
初
め
て
優
勝
し
た
時
と
、

今
回
と
、
気
持
ち
の
面
で
も
似
て
い
ま
し

た
。
試
合
は
き
つ
い
の
で
す
が
、
楽
し

い
。
準
決
勝
が
終
わ
っ
た
後
、
監
督
に 

″
全
然
疲
れ
ま
せ
ん
〟
と
伝
え
ま
し
た
」

　

同
期
の
ラ
イ
バ
ル
、
原
沢
選
手
は
、
リ

オ
五
輪
代
表
を
決
め
た
。
一
歩
前
に
進
ん

で
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
。

「
負
け
が
こ
ん
で
悔
し
い
気
持
ち
は
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
が
大
き
く
な
る
と
柔
道

が
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
。
自
分
は
自
分

だ
と
思
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
日
は

原
沢
選
手
と
試
合
を
し
て
い
な
い
の
で
、

次
に
対
戦
す
る
時
は
勝
ち
た
い
で
す
ね
」

　

最
後
に
今
後
の
意
気
込
み
を
聞
い
た
。

「
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
へ
向
け
た
代

表
争
い
は
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
が
僕
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思

う
。東
京
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

○
準
優
勝
＝
上か
み

川か
わ

大だ
い

樹き

選
手（
京
葉
ガ
ス
）

「
王
子
谷
選
手
と
の

決
勝
で
は
、
今
回
は
油

断
し
な
い
よ
う
先
に

行
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
向
こ
う
が
前
に
出
て
来
て

止
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

準
決
勝
か
ら
は
、
自
分
の
組
手
に
な
れ

な
い
場
面
は
、
左
で
返
す
こ
と
し
か
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
か
ら
入
っ
て
い
け

ば
、
違
う
試
合
が
出
来
た
の
か
な
。

　

ロ
ン
ド
ン
五
輪
後
の
４
年
間
は
、
ケ
ガ

も
多
く
、
そ
れ
を
直
し
て
や
っ
て
き
ま
し

た
が
、
リ
オ
五
輪
に
選
ば
れ
る
立
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
は
不
甲
斐
な

い
な
と
思
い
ま
す
。
自
分
は
ロ
ン
ド
ン
で

い
い
結
果
を
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
前
ま
で
、
日
本
は
100
㎏
超
級

の
メ
ダ
ル
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
が

そ
の
流
れ
を
止
め
て
し
ま
っ
た
の
で
、
原

沢
選
手
に
は
し
っ
か
り
リ
オ
で
金
メ
ダ
ル

を
と
っ
て
も
ら
い
、
お
祝
い
し
た
い
な
と

い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
ね
」

▽
３
位
＝
七し
ち

戸の
へ

龍り
ゅ
う選
手
（
九
州
電
力
）

「
悔
し
い
…
悔
し
い

で
す
。
準
決
勝
で
の
敗

因
は
組
手
が
雑
に
な

っ
た
こ
と
で
す
。
指
導

を
意
識
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分
か
ら

攻
め
て
投
げ
て
勝
つ
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

決
勝
で
原
沢
選
手
と
や
り
た
か
っ
た
で

す
ね
。
そ
の
た
め
に
練
習
し
て
き
ま
し
た

が
、
…
力
及
ば
ず
で
し
た
。
こ
の
大
会
で

は
優
勝
す
る
つ
も
り
で
挑
み
ま
し
た
が
、

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
か
ら
ま
た
、

仕
切
り
直
し
で
す
」

▽
５
位
＝
西に
し

潟が
た

健け
ん

太た

選
手
（
旭
化
成
）

「
選
抜
の
時
よ
り
は

よ
く
出
来
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
勝
負

の
潮
目
が
つ
か
め
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
年
こ
そ
は
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
が
残
念
で
す
」

▽
５
位
＝
小お

川が
わ

雄ゆ
う

勢せ
い

選
手
（
明
治
大
学
）

「
福
岡
に
続
き
、
も
う

一
歩
と
い
う
感
触
は

あ
り
ま
し
た
が
、
自
分

の
力
が
足
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
自
分
の
小
さ
な
ミ
ス
を
七
戸
選

手
は
見
逃
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

負
け
て
試
合
場
か
ら
戻
る
と
、
父
か
ら

″
‥
…
こ
れ
が
全
日
本
の
舞
台
だ
よ
〟
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
今
日
の
試
合
で
は
全
然

ダ
メ
で
す
。
次
は
優
勝
候
補
と
言
わ
れ
る

よ
う
力
を
つ
け
た
い
」

◎
優
勝
＝
王お

う

子じ

谷た
に

剛た
け

志し

選
手
（
旭
化
成
）
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リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
へ
向
け
て

　

100
㎏
超
級
五
輪
代
表
に
決
定
し
た
原
沢

選
手
に
今
後
の
意
気
込
み
を
伺
っ
た
。

「
最
終
選
考
で
後
味
悪
く
、
負
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。
リ
オ
五
輪
代
表
に
選
ば
れ
た

か
ら
に
は
、
死
に
物
狂
い
で
や
っ
て
い
き

た
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た

こ
と
を
受
け
止
め
、
気
持
ち
を
引
き
締
め

な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。
自
分
は
精
神

的
に
強
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う

で
も
な
か
っ
た
み
た
い
で
す
。
緊
張
し
て

い
る
感
じ
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
技
が

出
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
と
向
き
合
い
、

こ
の
点
を
克
服
し
た
い
で
す
。
こ
れ
が
五

輪
で
な
く
て
よ
か
っ
た
と
も
思
い
ま
す
。

五
輪
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
こ
ん
な
も
ん
じ

ゃ
な
い
。
リ
オ
で
は
必
ず
金
メ
ダ
ル
を
と

り
た
い
。
残
り
100
日
間
、
し
っ
か
り
練
習

し
て
い
き
た
い
で
す
」

　

100
㎏
超
級
の
日
の
丸
を
背
負
う
重
み
は

相
当
な
も
の
だ
と
思
う
が
。

「
伝
統
あ
る
100
㎏
超
級
の
日
の
丸
を
背
負

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
重
圧
に
ま
け

ず
に
戦
う
こ
と
で
、
名
を
刻
ん
で
い
き
た

い
で
す
ね
」

　

100
㎏
超
級
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
テ
デ

ィ
・
リ
ネ
ー
ル
選
手
が
王
者
と
し
て
君
臨

し
て
い
る
。
対
策
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
リ
ネ
ー
ル
選
手
は
他
の
選
手
と
比
べ
、

頭
一
つ
抜
け
て
い
ま
す
。
自
分
が
リ
ネ
ー

ル
選
手
の
流
れ
に
乗
る
と
、
そ
の
試
合
は

勝
て
な
い
と
思
い
ま
す
。
何
か
相
手
が
予

想
し
な
い
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
と
勝
て

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
五
輪
で
金
メ
ダ

ル
を
取
る
た
め
に
は
、
大
き
く
違
っ
た
も

の
を
準
備
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、

今
、
考
え
て
い
ま
す
」

　

こ
れ
ま
で
鎬
し
の
ぎ

を
削
っ
て
き
た
七
戸
の
存

在
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
七
戸
選
手
を
目
標
に
い
ま
ま
で
や
っ
て

き
ま
し
た
。
七
戸
さ
ん
の
思
い
も
背
負
っ

て
五
輪
に
臨
み
た
い
で
す
」

100㎏超級五輪代表
原沢久喜選手
（JRA）

優勝　　　　　　　

判
定

◯
大
外
巻
込

◯
合
技

判
定

判
定

②
僅
差

○
払
腰

◯
支
釣
込
足

判
定

○
大
外
巻
込

○
内
股

隅
返

③
僅
差

③
僅
差

②
僅
差

巴
投

◯
内
股

◯
大
外
返

◯
合
技

小
外
掛

　

○
合
技

②
僅
差　

◯
合
技

吉
永
　
慎
也 

六
段 

（
近
　
畿
・
国
士
舘
大
学
職
） 

５

垣
田
　
恭
兵 

五
段 

（
九
　
州
・
旭
化
成
） 

３

原
沢
　
久
喜 

四
段 

（
推
　
薦
・
Ｊ
Ｒ
Ａ
） 

４

影
野
　
裕
和 

五
段 

（
四
　
国
・
愛
媛
県
警
） 

３

田
中
　
　
亮 

四
段 

（
中
　
国
・
広
島
拘
置
所
） 

初

神
谷
　
　
快 

三
段 

（
関
　
東
・
筑
波
大
） 

２

百
瀬
　
　
優 

四
段 

（
東
　
京
・
旭
化
成
） 

５

猪
又
　
秀
和 

五
段 

（
北
信
越
・
東
京
学
館
新
潟
高
教
） 

９

下
和
田
翔
平 

四
段 

（
関
　
東
・
京
葉
ガ
ス
） 

２

具
志
堅
一
弘 

三
段 

（
近
　
畿
・
天
理
大
） 

初

高
橋
　
和
彦 

五
段 

（
東
　
京
・
新
日
鐵
住
金
） 

８

北
野
　
裕
一 

三
段 

（
東
　
京
・
パ
ー
ク
24
） 

初

関
根
　
太
三 

三
段 

（
九
　
州
・
鹿
屋
体
育
大
） 

初

小
川
　
竜
昻 

四
段 

（
近
　
畿
・
新
日
鐵
住
金
） 

初

佐
藤
　
和
幸 

四
段 

（
東
　
海
・
愛
知
県
警
） 

初

上
川
　
大
樹 

四
段 

（
東
　
京
・
京
葉
ガ
ス
） 

６

尾
原
　
琢
仁 

三
段 

（
関
　
東
・
筑
波
大
） 

初

帯
川
　
雄
大 
三
段 

（
北
海
道
・
北
海
道
警
） 

初

西
潟
　
健
太 
五
段 

（
九
　
州
・
旭
化
成
） 

６

北
見
　
　
剛 
五
段 
（
東
　
京
・
警
視
庁
） 

３

制
野
龍
太
郎 

三
段 
（
東
　
北
・
宮
城
県
警
） 

初

田
中
　
大
貴 

四
段 

（
近
　
畿
・
新
日
鐵
住
金
） 

３

上
原
　
将
吾 

三
段 

（
中
　
国
・
川
口
道
場
） 

初

長
澤
　
憲
大 

三
段 

（
東
　
京
・
パ
ー
ク
24
） 

初

小
林
　
督
之 

四
段 

（
九
　
州
・
旭
化
成
） 

初

一
戸
　
勇
人 

四
段 

（
北
海
道
・
北
海
道
警
） 

初

小
川
　
雄
勢 

三
段 

（
東
　
京
・
明
治
大
） 

初

内
野
　
寛
和 

四
段 

（
近
　
畿
・
京
都
府
警
） 
初

制
野
孝
二
郎 

三
段 

（
東
　
京
・
セ
ン
コ
ー
） 
初

七
戸
　
　
龍 

三
段 

（
推
　
薦
・
九
州
電
力
） 

６

須
藤
　
孝
清 

四
段 

（
東
　
北
・
青
森
県
警
） 

初

河
原
　
正
太 

五
段 

（
関
　
東
・
京
葉
ガ
ス
） 

２

長
尾
　
翔
太 

五
段 

（
近
　
畿
・
兵
庫
県
警
） 

５

村
上
　
　
拓 

四
段 

（
東
　
海
・
愛
知
県
警
） 

初

上
田
　
轄
麻 

三
段 

（
東
　
京
・
新
日
鐵
住
金
） 

３

加
藤
　
博
剛 

五
段 

（
関
　
東
・
千
葉
県
警
） 

８

藤
原
　
浩
司 

四
段 

（
九
　
州
・
長
崎
県
警
） 

初

西
村
　
久
毅 

五
段 

（
北
信
越
・
敦
賀
高
教
） 

３

飯
田
　
健
伍 

三
段 

（
関
　
東
・
京
葉
ガ
ス
） 

２

王
子
谷
剛
志 

四
段 

（
東
　
京
・
旭
化
成
） 

４

青
山
正
次
郎 

五
段 

（
九
　
州
・
福
岡
県
警
） 

６

滝
　
　
大
輔 

四
段 

（
四
　
国
・
香
川
県
警
） 

初

王子谷剛志

隅
落

出
足
払

○
大
外
刈

背
負
投

◯
大
外
刈

○
足
車

○
腕
緘

○
縦
四
方
固

◯
谷
落

判
定

　段
位

　地
区

　

 

所
属

　

  

出
場
回
数 

ブ
ロ
ッ
ク

　一
本
背
負
投

③
僅
差
◯
隅
落

③
僅
差

◯
上
四
方
固

　

◯
払
腰

◯
大
外
刈

１ 2 3 4

平成28年　全日本柔道選手権大会

判
定

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

その歴史と技法柔道柔道
筑波大学体育系教授 藤堂 良明 著

第一章　組討ちの起こりと技法
　　　　　体術の起こりと技法
　　　　　組討ちの体系化と技法

第二章　柔術諸流派の歴史と技法
　　　　　竹内流腰廻
　　　　　関口新心流柔術
　　　　　起倒流柔術
　　　　　起倒流柔道
　　　　　直信流柔道
　　　　　真之神道流柔術
　　　　　天神真楊流柔術

第三章　講道館柔道の歴史と技法
　　　　　講道館柔道の創設と技法
　　　　　嘉納治五郎の乱取開発
　　　　　講道館柔道の行事と整備
　　　　　警視庁武術大会の勝利と技法
　　　　　学校体操への柔道導入の試み
　　　　　学校における柔道普及の実態
　　　　　高専柔道の起こりと技法
　　　　　嘉納治五郎の他武道への接近
　　　　　精力善用国民体育の創案と技法
　　　　　全日本柔道選士権大会の開催と技法

第四章　第二次世界大戦後の柔道復活と技法
　　　　　第二次大戦中の柔道界と技法
　　　　　第二次大戦後の柔道禁止と復活
　　　　　格技柔道から武道柔道へ
　　　　　女子柔道の競技化と技法

第五章　柔道技法の変遷と国際化への課題
　　　　　柔道技法の変遷と特徴
　　　　　柔道の国際的普及と発展
　　　　　段位制度の国際比較
　　　　　柔道の国際化と課題

目　次

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD 付・414 頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学体育系准教授

（ 四六判・上製・412 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD 付・336 頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

―その歴史と課題
柔道の国際化

村田 直樹著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・552 頁 ）

子どもの心を育む
武道

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
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ニュース

　

第
31
回
皇
后
盃
全
日
本
女
子
柔
道
選
手

権
大
会
（
主
催
＝
講
道
館
、
全
日
本
柔
道

連
盟
）
が
４
月
17
日
、
横
浜
文
化
体
育
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
推
薦
選
手
３
名

と
各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
34
名
の
計
37

名
が
出
場
し
、
体
重
無
差
別
に
よ
る
女
子

柔
道
日
本
一
を
目
指
し
て
熱
戦
が
展
開
さ

れ
た
。

　

大
会
に
先
立
っ
て
、
４
月
14
日
か
ら
発

生
し
た
熊
本
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
て
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。
ま

た
、
受
付
ロ
ビ
ー
で
は
、
山
下
泰
裕
全
日

本
柔
道
連
盟
副
会
長
や
井
上
康
生
男
子
監

督
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
女
子
日
本

代
表
選
手
ら
に
よ
る
被
災
者
支
援
の
た
め

の
募
金
活
動
が
行
わ
れ
た
。

　

決
勝
は
、
昨
年
と
同
じ
山や
ま

部べ

佳か

苗な
え

（
ミ

キ
ハ
ウ
ス
）
と
田た

知ち
も

本と
め

愛ぐ
み
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

の
対
戦
と
な
り
、
山
部
が
合
技
一
本
で
勝

利
し
、
２
年
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
を
果
た

し
た
。
３
位
に
は
梅う
め

津づ

志し

悠ゆ

（
三
井
住
友

海
上
）
と
市い
ち

橋は
し

寿す

ず々

華か

（
大
阪
府
警
）
が

入
っ
た
。

　

大
会
終
了
後
、
全
日
本
柔
道
連
盟
は
強

化
委
員
会
を
開
い
て
代
表
者
を
選
考
。
記

者
会
見
で
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
78
㎏

超
級
の
代
表
選
手
と
し
て
、
山
部
佳
苗
の

内
定
を
発
表
し
た
。

山部、女王返り咲き
78kg 超級五輪代表の座を摑む

第 31回皇后盃全日本女子柔道選手権大会
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試
合
は
、
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判
規

定
で
行
わ
れ
、
試
合
時
間
は
６
分
間
、
勝

敗
が
決
し
な
い
場
合
は
旗
判
定
と
な
る
。

　

大
会
で
は
、昨
年
準
優
勝
の
山
部
佳
苗
、

昨
年
優
勝
の
田
知
本
愛
、
そ
れ
を
追
う
市

橋
寿
々
華
の
他
に
、
３
年
ぶ
り
２
度
目
の

優
勝
を
狙
う
緒お

方が
た

亜あ

香か

里り
（
了
德
寺
学
園
）

等
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

■
序
盤
戦

▽
第
１
ブ
ロ
ッ
ク

　

梅
津
志
悠
は
皇
后
盃
初
出
場
。
初
戦
の

２
回
戦
で
秋あ
き

場ば

麻ま

優や

（
環
太
平
洋
大
学
）

に
崩
袈
裟
固
で
一
本
勝
す
る
と
、
３
回
戦

で
佐さ

俣ま
た

優ゆ

依い

（
帝
京
大
）
を
僅
差
で
破
り
、

４
回
戦
に
勝
ち
上
っ
た
。

　

２
度
目
の
優
勝
を
狙
う
緒
方
亜
香
里

は
、初
戦
で
前ま
え

田だ

奈な

恵え

子こ

（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

を
僅
差
で
降
し
、
２
回
戦
で
昨
年
３
位
の

山や
ま

本も
と

沙さ

羅ら

（
大
阪
体
育
大
）
か
ら
大
外
刈

で
有
効
を
奪
っ
て
勝
利
。
続
く
３
回
戦
で

は
、
粂く
め

田だ

晴は
る

乃の

（
大
成
高
）
を
大
外
刈
一

本
で
退
け
、
４
回
戦
へ
と
駒
を
進
め
た
。

▽
第
2
ブ
ロ
ッ
ク

　

藤ふ
じ

原わ
ら

恵え

美み

（
筑
波
大
）
は
、
２
回
戦
で

滝た
き

川か
わ

真ま

央お

（
日
本
大
）
を
判
定
で
破
り
、

３
回
戦
で
は
、
佐さ

藤と
う

美み

咲さ
き

（
立
命
館
大
）

か
ら
一
本
背
負
投
で
有
効
を
と
り
、
ベ
ス

ト
８
へ
と
駒
を
進
め
た
。

　

昨
年
準
優
勝
の
山
部
佳
苗
は
、
２
回
戦

で
烏え

帽ぼ

子し

美み

久く

（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
と
対
戦
。

開
始
早
々
、
払
腰
で
有
効
を
奪
っ
て
か
ら

横
四
方
固
で
一
本
。
３
回
戦
で
は
、
菅す
が

原わ
ら

歩あ
ゆ

巴は

（
盛
岡
農
業
高
教
）
を
判
定
で
破
り
、

４
回
戦
へ
。
昨
年
、
決
勝
で
の
雪
辱
を
晴

ら
す
べ
く
、
順
当
に
勝
ち
進
ん
だ
。

▽
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

　

井い

坂さ
か

希の
ぞ
み望

（
千
葉
県
警
）
は
、
２
回
戦

の
日ひ

髙だ
か

美み

沙さ

希き

（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）、
３
回

戦
の
髙た
か

橋は
し

ル
イ
（
オ
ー
ジ
ー
技
研
）
を
と

も
に
判
定
で
退
け
、
４
回
戦
進
出
。

　

連
覇
を
狙
う
田
知
本
愛
は
、
２
回
戦
は

髙た
か

槗は
し

千ち

尋ひ
ろ

（
国
際
武
道
大
）
か
ら
５
分
間

の
激
闘
の
末
、
払
腰
の
有
効
を
奪
っ
て
勝

利
。
続
く
３
回
戦
は
、
松ま
つ

延の
ぶ

祐ゆ

里り

（
Ｊ
Ｒ

東
日
本
）
を
判
定
で
降
し
、勝
ち
進
ん
だ
。

▽
第
4
ブ
ロ
ッ
ク

　

能の
う

智ち

亜あ

衣い

美み

（
筑
波
大
）
は
、
２
回
戦

で
中な
か

村む
ら

優ゆ
う

（
樽
谷
塾
）
を
僅
差
で
降
し
、

３
回
戦
で
は
町ま
ち

純す
み

香か

（
公
仁
会
病
院
）
を

判
定
で
破
り
、
４
回
戦
進
出
。

　

昨
年
３
位
の
市
橋
寿
々
華
は
初
戦
（
２

回
戦
）
で
、
月つ
き

波な
み

光み

貴き

穂ほ

（
帝
京
大
）
を

判
定
で
破
り
、
続
い
て
３
回
戦
は
橋は
し

高た
か

朱あ
か

里り

（
金
沢
学
院
大
）
か
ら
隅
落
の
有
効
を

奪
っ
て
降
し
た
。

熊
本
県
出
身
の
山
下
泰
裕
全
柔
連
副
会
長
を
は
じ

め
、
井
上
康
生
男
子
監
督
や
リ
オ
五
輪
代
表
の
近

藤
亜
美
、
中
村
美
里
選
手
等
が
募
金
を
呼
び
か

け
、
約
68
万
円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

大会に先立って選手たちは熊本地震の犠牲者に黙祷を捧げた柔の形

講道館護身術
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ニュース

　
旗
判
定
の
末
、
市
橋
勝
利

　

市
橋
寿
々
華　

判
定　

能
智
亜
衣
美

　

４
月
の
選
抜
体
重
別
選
手
権
大
会
63
㎏

級
優
勝
の
能
智
。
相
手
は
約
60
㎏
の
体
重

差
が
あ
る
市
橋
。
能
智
は
果
敢
に
奥
襟
を

摑
ん
で
足
技
で
攻
め
て
い
く
。
一
方
の
市

橋
は
指
導
が
入
る
も
の
の
、
負
け
じ
と
圧

力
を
か
け
て
支
釣
込
足
で
攻
め
る
。
そ
の

後
、
能
智
が
場
外
で
指
導
１
、
続
け
て
指

導
２
を
受
け
る
。
そ
の
ま
ま
試
合
終
了
。

判
定
（
３
―
０
）
で
市
橋
が
勝
利
。
市
橋

は
昨
年
に
続
き
、準
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

４回戦＝梅津（下）が緒方（上）を大内刈で崩す

４
回
戦
＝
山
部
（
右
）
は
終
始
攻
め
続
け
た

４
回
戦
＝
60
㎏
の
体
重
差
が
あ
る
市
橋
（
右
）
と

　
　
　
　

能
智
（
左
）
の
対
決

４
回
戦
＝
勝
負
強
さ
を
見
せ
た
田
知
本
（
左
）

■
４
回
戦
（
準
々
決
勝
）

　
緒
方
、
無
念
の
敗
退

　

梅
津
志
悠　

○
崩
袈
裟
固　

緒
方
亜
香
里

　

初
出
場
な
が
ら
健
闘
を
見
せ
る
梅
津
と

こ
こ
ま
で
攻
勢
を
か
け
て
勝
ち
進
ん
だ
緒

方
。
梅
津
が
指
導
を
受
け
る
と
そ
の
後
の

攻
防
が
一
転
す
る
。
梅
津
は
積
極
的
に
攻

め
、
大
内
刈
を
繰
り
出
し
、
緒
方
の
半
身

を
畳
に
落
と
し
有
効
を
奪
う
。
そ
の
ま
ま

押
さ
え
込
み
、
崩
袈
裟
固
に
移
行
し
て
一

本
勝
。
梅
津
が
選
手
権
者
の
緒
方
を
降
す

快
挙
で
、
準
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

◇
５
位
＝
緒お

方が
た

亜あ

香か

里り

選
手（
了
德
寺
学
園
）

 

「
復
活
し
た
姿
を
見
せ
た
い
と
大
会
に
臨

み
ま
し
た
。
負
け
た
が
楽
し
か
っ
た
。
や

る
気
が
出
て
き
た
の
で
、
ま
た
大
き
な
大

会
で
優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」

　
山
部
、
判
定
の
末
、
勝
利

　

山
部
佳
苗　

判
定　

藤
原
恵
美

　

奥
襟
を
ね
ら
う
山
部
、
そ
れ
を
必
死
に

抑
え
る
藤
原
。
山
部
は
攻
め
続
け
る
が
、

藤
原
は
間
合
い
を
詰
め
さ
せ
な
い
。
攻
防

は
最
後
ま
で
続
き
、
そ
の
ま
ま
試
合
は
終

了
。
判
定
（
３
―
０
）
で
山
部
が
勝
利
。

山
部
は
３
度
目
の
優
勝
を
目
指
し
、
準
決

勝
に
進
ん
だ
。

　
田
知
本
、
豪
快
に
一
本

　
　

田
知
本
愛　

○
払
腰　

井
坂
希
望

　

ケ
ン
カ
四
つ
の
状
態
か
ら
手
の
内
を
探

り
合
い
、
両
者
譲
ら
な
い
。
場
内
か
ら
檄げ
き

が
飛
ぶ
中
、
田
知
本
が
井
坂
の
両
襟
を
持

っ
て
攻
勢
を
か
け
る
。
開
始
１
分
37
秒
、

井
坂
が
奥
襟
を
取
ろ
う
と
し
た
瞬
間
、
田

知
本
が
す
か
さ
ず
捕
ら
え
、
払
腰
を
豪
快

に
決
め
て
一
本
勝
。
田
知
本
が
順
調
に
準

決
勝
に
進
ん
だ
。
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結
果
、
田
知
本
が
判
定
（
３
―
０
）
で

市
橋
に
競
り
勝
ち
、
決
勝
に
進
ん
だ
。

◇
３
位
＝
市い
ち

橋は
し

寿す

ず々

華か

選
手（
大
阪
府
警
）

 

「
体
が
よ
く
動
い
た
と
感
じ
た
の
は
準
決

勝
か
ら
で
す
。
選
考
か
ら
外
れ
て
い
た
の

で
思
い
っ
き
り
試
合
が
で
き
ま
し
た
。
ど

の
大
会
で
も
優
勝
を
目
指
し
た
い
で
す
」

◇
３
位
＝
梅う
め

津づ

志し

悠ゆ

選
手
（
三
井
住
友
海
上
）

 

「
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
自
分
で
も
ビ
ッ
ク
リ
し
て

い
ま
す
。力
は
出
し
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。

練
習
で
身
に
つ
け
た
足
技
が
よ
く
出
せ
た

の
で
、
今
後
も
一
本
を
取
る
柔
道
を
心
が

け
て
い
き
た
い
で
す
」

　
田
知
本
、
判
定
で
勝
利

　

田
知
本
愛　

判
定　

市
橋
寿
々
華

　

中
学
時
代
か
ら
対
戦
を
重
ね
、
３
年
連

続
準
決
勝
で
顔
を
並
べ
た
両
者
。
田
知
本

左
、
市
橋
右
の
ケ
ン
カ
四
つ
。
両
者
が
両

襟
を
摑
み
に
か
か
る
が
互
い
に
決
め
手
に

欠
け
、
指
導
を
受
け
る
。
市
橋
は
上
か
ら

釣
手
を
取
り
に
い
き
、
田
知
本
の
圧
力
を

抑
え
に
い
く
。
一
方
の
田
知
本
は
大
外
刈

か
ら
の
払
腰
で
攻
め
る
が
な
か
な
か
決
ま

ら
な
い
。
そ
の
後
の
組
手
争
い
で
は
両
者

が
釣
手
を
上
か
ら
取
り
に
い
く
展
開
。
こ

こ
で
、
積
極
的
戦
意
が
欠
け
る
と
し
て
再

び
両
者
が
指
導
を
受
け
る
。
市
橋
が
払
腰

を
狙
う
が
、
引
手
が
不
十
分
で
決
ま
ら
な

い
。
そ
の
後
膠こ
う

着ち
ゃ
く状
態
が
続
き
、
試
合

は
判
定
へ
と
も
つ
れ
た
。

■
準
決
勝

　
山
部
、
気
迫
の
払
腰

　

山
部
佳
苗　

○
払
腰　

梅
津
志
悠

　

右
組
の
両
者
、
梅
津
が
積
極
的
に
攻
め

て
い
く
と
、
山
部
も
梅
津
の
両
襟
を
し
っ

か
り
摑
ん
で
攻
め
る
。
開
始
45
秒
、
こ
こ

で
試
合
が
動
く
。

　

梅
津
が
釣
手
を
横
襟
か
ら
変
え
る
、
そ

の
一
瞬
の
隙
を
突
い
た
山
部
が
、
梅
津
の

右
を
切
る
よ
う
に
払
腰
を
決
め
、
見
事
な

一
本
勝
。
昨
年
に
続
き
、
決
勝
戦
に
上
り

詰
め
た
。

準決勝＝山部（左）の払腰が決まる

準
決
勝
＝
田
知
本
（
左
）
は
市
橋
（
右
）
を
制
し
た

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース

■
決
勝

　
山
部
、
執
念
の
一
本
勝
ち

　

山
部
佳
苗　

○
合
技　

田
知
本
愛

　

３
年
連
続
で
同
じ
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た

決
勝
。
組
み
合
っ
て
技
が
出
ず
、
互
い
に

指
導
を
受
け
る
。
先
に
山
部
が
払
腰
で
攻

め
る
も
間
合
い
が
足
り
な
い
。
対
す
る
田

知
本
は
、
指
導
を
受
け
る
も
支
釣
込
足
で

応
戦
。
そ
の
後
も
一
進
一
退
の
攻
防
が
続

く
。
試
合
は
残
り
１
分
を
切
る
と
突
然
、

田
知
本
が
膝
か
ら
崩
れ
落
ち
、
立
ち
上
が

れ
な
く
な
る
。
試
合
が
再
開
す
る
も
、
再

び
田
知
本
が
膝
か
ら
崩
れ
る
。
攻
撃
の
手

を
緩
め
な
い
山
部
は
、
田
知
本
か
ら
隅
落

の
有
効
を
奪
い
、
そ
の
ま
ま
横
四
方
固
で

合
技
一
本
。
３
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

田
知
本
は
起
き
上
が
れ
ず
に
担
架
で
運
ば

れ
、
後
に
、
左
膝
前
十
字
靱じ
ん

帯た
い

お
よ
び
外が
い

側そ
く

側そ
く

副ふ
く

靱
帯
損
傷
と
判
明
し
た
。

　

大
会
終
了
後
の
強
化
委
員
会
で
は
、
全

日
本
選
抜
体
重
別
選
手
権
大
会
と
本
大
会

の
優
勝
、
田
知
本
と
の
直
接
対
決
で
の
一

本
勝
が
評
価
さ
れ
た
結
果
、
山
部
が
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
78
㎏
超
級
の
日
本
代

表
に
選
出
さ
れ
た
。
国
際
大
会
の
実
績
で

は
２
番
手
と
さ
れ
て
い
た
山
部
が
、
大
逆

転
で
夢
の
大
舞
台
へ
の
切
符
を
摑
ん
だ
。

決勝＝山部（左）が田知本（右）に隅落を仕掛ける
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「
昨
年
負
け
た
こ
と
が
す
ご
く
悔
し

か
っ
た
の
で
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
が
と

れ
て
嬉
し
い
で
す
。
応
援
に
来
て
く

れ
た
会
社
の
方
々
の
前
で
勝
て
た
こ

と
が
一
番
嬉
し
い
で
す
」

　

昨
年
涙
を
呑
ん
だ
決
勝
の
敗
北
か

ら
、
１
年
間
の
苦
し
い
戦
い
を
振
り

返
っ
た
。

 

「
多
く
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま

し
た
。
自
分
と
の
戦
い
で
も
あ
っ
た

の
で
す
が
、
最
後
の
最
後
ま
で
応
援

し
て
く
れ
る
方
々
が
い
た
お
か
げ
で

皇
后
盃
も
優
勝
が
で
き
ま
し
た
」

　

３
年
連
続
で
決
勝
の
対
戦
相
手
は

田
知
本
愛
選
手
。
３
度
目
の
挑
戦
と

な
る
今
回
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
決

勝
戦
に
挑
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

 

「
絶
対
に
下
が
ら
な
い
と
い
う
思
い

で
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
一
本
を

取
っ
て
勝
た
な
け
れ
ば
五
輪
代
表
に
選

ば
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
決
勝
終
盤
は
、
何
が

何
で
も
一
本
を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
ど
ん
な
方
法
で
も
一
本
を
取
り
に

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

　

自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
た
大
会
だ

っ
た
と
語
る
。

 

「
自
分
が
で
き
る
す
べ
て
の
こ
と
を
出

そ
う
と
い
う
気
持
ち
で
臨
ん
だ
こ
の
大

会
。
練
習
し
て
き
た
こ
と
が
試
合
で
発

揮
で
き
ま
し
た
。
最
後
の
最
後
で
一
本

勝
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
」

　

こ
に
き
て
や
っ
と
摑
ん
だ
五
輪
代
表

の
座
。
最
後
に
今
後
の
決
意
を
述
べ
た
。

 

「
全
日
本
選
抜
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
、
皇
后
盃
と
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
自
分
は
ま
だ
ま
だ
追
い
か
け
る

立
場
。
0
•
1
％
の
可
能
性
が
あ
る
の

な
ら
、
そ
の
可
能
性
を
摑
み
取
っ
て
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
い
い
結
果
を
残
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
目
標
は
世
界
一
。
８

月
の
五
輪
で
は
金
メ
ダ
ル
を
目
指
し
て

頑
張
り
た
い
で
す
」

第31回皇后盃
全日本女子柔道選手権大会

優勝　　　　　　　

払
腰

○
判
定

○
崩
袈
裟
固

○
払
腰

判
定

判
定

隅
落

月
波
光
貴
穂 

二
段 

（
東
京
・
帝
京
大
） 

３

新
添
　
左
季 

二
段 

（
関
東
・
山
梨
学
院
大
） 

初

市
橋
寿
々
華 

四
段 

（
近
畿
・
大
阪
府
警
） 

７

橋
高
　
朱
里 

三
段 

（
北
信
越
・
金
沢
学
院
大
） 

２

伊
藤
　
七
海 

初
段 

（
東
海
・
藤
枝
順
心
高
） 

初

小
出
　
蒔
絵 

三
段 

（
四
国
・
徳
島
県
警
） 

初

町
　
　
純
香 

三
段 

（
九
州
・
光
仁
会
病
院
） 

初

稲
森
　
奈
見 

三
段 

（
推
薦
・
三
井
住
友
海
上
） 

４

能
智
亜
衣
美 

三
段 

（
関
東
・
筑
波
大
） 

２

中
村
　
　
優 

二
段 

（
東
北
・
樽
谷
塾
） 

２

髙
𣘺
𣘺
𣘺
𣘺 

四
段 

（
関
東
・
国
際
武
道
大
） 

初

佐
々
木
美
里 

三
段 

（
北
海
道
・
札
幌
刑
務
所
） 

２

田
知
本
　
愛 

四
段 

（
推
薦
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
） 

11

畑
村
　
亜
希 

四
段 

（
近
畿
・
日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
） 

５

松
延
　
祐
里 

三
段 

（
東
京
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
） 

初

佐
藤
　
杏
香 

二
段 

（
東
京
・
東
海
大
） 

３

髙
橋
　
ル
イ 

二
段 

（
中
国
・
オ
ー
ジ
ー
技
研
） 

２

井
坂
　
希
望 

三
段 

（
関
東
・
千
葉
県
警
） 

２

日
髙
美
沙
希 

三
段 

（
近
畿
・
ミ
キ
ハ
ウ
ス
） 

３

烏
帽
子
美
久 

四
段 

（
東
京
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
） 

６

松
田
　
美
悠 

初
段 

（
北
信
越
・
小
杉
高
） 

初

山
部

　佳
苗 

四
段 

（
推
薦
・
ミ
キ
ハ
ウ
ス
） 

８

菅
原
　
歩
巴 

三
段 

（
東
北
・
盛
岡
農
業
高
校
教
員
） 

３

安
松
　
春
香 

三
段 

（
東
京
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
） 

３

藤
原
　
恵
美 

二
段 

（
関
東
・
筑
波
大
） 

３

滝
川
　
真
央 

二
段 

（
東
京
・
日
本
大
） 

４

奥
本
　
華
月 

二
段 

（
四
国
・
帝
京
大
） 

２

佐
藤
　
美
咲 

三
段 

（
近
畿
・
立
命
館
大
） 

初

緒
方
亜
香
里 

四
段 

（
関
東
・
了
德
寺
学
園
） 

５

前
田
奈
恵
子 

三
段 

（
東
京
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
） 

３

山
本
　
沙
羅 

三
段 

（
近
畿
・
大
阪
体
育
大
） 

２

田
中
　
志
歩 

初
段 

（
中
国
・
聖
光
高
） 

初

粂
田
　
晴
乃 

初
段 

（
東
海
・
大
成
高
） 

初

佐
俣
　
優
依 

二
段 

（
東
京
・
帝
京
大
） 

初

泉
　
　
真
生 

二
段 

（
関
東
・
山
梨
学
院
大
） 

２

梅
津
　
志
悠 

初
段 

（
九
州
・
三
井
住
友
海
上
） 

初

秋
場
　
麻
優 

二
段 

（
北
海
道
・
環
太
平
洋
大
） 

初

山部　佳苗

内
股
返

判
定

判
定

判
定

○
大
外
刈

一
本
背
負
投大

外
刈 合

技

○
大
外
刈

○
合
技

○
合
技

③
僅
差

②
僅
差

③
僅
差

③
僅
差

判
定

判
定

○
横
四
方
固

○
大
外
刈

○
崩
袈
裟
固

○
合
技

○
小
外
掛 ○○

縦
四
方
固

○
横
四
方
固

○
上
四
方
固

段
位

　地
区

　

 

所
属       

出
場
回
数

払
腰

判
定

判
定

判
定

第１ブロック 第２ブロック 第３ブロック 第４ブロック

自
分
は
ま
だ
ま
だ
追
い
か
け
る
立
場

◎
優
勝
＝
山や
ま

部べ

佳か

苗な
え

選
手
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）



〈広告〉

好
評
発
売
中



〈広告〉

向
井
幹
博
（
む
か
い

　み
き
ひ
ろ
）
著

公
益
財
団
法
人
講
道
館
道
場
指
導
部
課
長

〈
目
次
〉

第
１
部
　
解
説
編

　
第
一
章
　
少
年
柔
道
は
柔
道
指
導
の
原
点

　
第
二
章
　
基
本
動
作
の
指
導

　
第
三
章
　
技
の
指
導

　
第
四
章
　
教
育
の
中
の
柔
道

　
第
五
章
　
指
導
の
工
夫

　
第
六
章
　
少
年
規
定
の
変
遷
と
問
題
点

　
第
七
章
　
柔
道
の
安
全
指
導

　
第
八
章
　
東
日
本
大
震
災
へ
の
講
道
館
の
対
応

　
第
九
章
　
少
年
柔
道
の
未
来
の
た
め
に

第
２
部
　
実
技
編

　
第
一
章
　
礼
法
の
指
導

　
第
二
章
　
受
け
身
の
指
導

　
第
三
章
　
基
本
動
作
の
指
導

　
第
四
章
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
の
指
導

　
第
五
章
　
柔
道
の
練
習
法

　
第
六
章
　
投
技
の
指
導

　
第
七
章
　
固
技
の
指
導

　
少
年
柔
道
指
導
の
現
場
で
役
に
立
つ
好
評
連
載
を
単
行

本
化
。
付
録
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、写
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